
名
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
外
科
学
、麻
酔
科
学
、

整
形
外
科
学
、
皮
膚
科
学
は

前
年
を
下
回
り
、
他
の
教
室

で
も
減
少
傾
向
に
あ
る
教
室

も
見
ら
れ
ま
す
。
本
学
医
学

部･

病
院
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

明
日
の
医
学
・
医
療
を
先
導

す
る
医
療
人
を
育
成
す
る
こ

と
で
す
か
ら
、
医
学
部
創
設

１
０
０
周
年
に
向
け
て
、

｢

世
界
に
冠
た
る
新
病
院
の

建
設｣

と
と
も
に
、｢

独
立
自

尊
の
気
風
を
有
し
、
世
界
に

雄
飛
し
、
患
者
中
心
の
医
療

を
実
践
で
き
るPhysician

Scientist｣

の
資
質
を
備
え

た
人
材
を
獲
得
す
る
こ
と
は

何
よ
り
も
大
切
と
考
え
ま

す
。こ

こ
で｢

わ
が
国
の
卒
後

医
学
教
育
に
お
け
る
現
状
の

課
題
と
対
策｣

を
挙
げ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

１.

初
期
臨
床
研
修：

�
医

師
臨
床
研
修
制
度(

平
成
16

年
度)

必
修
化
か
ら
10
年
経

過
し
て
の
功
罪
、
�
今
後
の

見
直
し
の
方
向
性
：
①
到
達

目
標
、
診
療
能
力
の
評
価
の

検
討
、
②
基
幹
病
院
・
病
院

群
の
在
り
方
の
明
確
化
、
③

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援(

妊
娠

出
産
・
研
究
等)

、
④
地
域

の
実
状
を
踏
ま
え
た
定
員
の

調
整
、
⑤
医
学
部
定
員
増
に

伴
う
研
修
の
質
確
保
、
⑥
卒

前
教
育
・
専
修
医
研
修
と
の

シ
ー
ム
レ
ス
な
連
続
性
、
⑦

大
学
院
生
と
の
兼
任
研
修
シ

ス
テ
ム
の
検
討
。

２.

専
修
医
研
修(

専
門
医

・
高
度
専
門
医
療
人
の
養

成)：

�
専
門
医
制
度
確
立

の
た
め
、
中
立
的
第
三
者
機

関
の
設
置
と
機
能
、
�
平
成

29
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
新

後
期
研
修
制
度
の
動
向
、
�

基
本
領
域(

19)

・
サ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
リ
テ
ィ
領
域(＞

17)

を

中
心
と
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
確
立
、
�
基
本
領
域
で

あ
る
総
合
診
療
医
の
在
り
方

と
養
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、

�
地
域
医
療
を
担
う
関
連
教

育
病
院
と
の
緊
密
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
形
成
、
�
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ト
ノ
ミ

ー
に
基
づ
く
、
各
診
療
科
専

門
医
の
定
員
設
定
、
�
将
来

を
見
据
え
た
専
門
医
キ
ャ
リ

ア
の
構
築
。

３.

医
学
研
究
の
低
迷
と
大

学
院
の
充
実：

�M
D
-PhD

プ
ロ
グ
ラ
ム
等
他
の
新
し
い

M
D

研
究
者
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
�
卒
後
臨
床
研
修
と
の

関
係(

学
位
と
専
門
医)

、

�
基
礎
研
究
志
向
の
人
材
へ

の
経
済
的
支
援
、
キ
ャ
リ
ア

・
パ
ス
の
構
築
、
�
卒
前
教

育
に
お
け
る
医
学
研
究
教
育

の
充
実
。

４.

生
涯
教
育：

①
関
連
教

育
病
院
―
大
学
、
医
師
会
、

学
会
な
ど
に
よ
る
地
域
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
②

新
専
門
医
制
度(

専
修
医
教

育)

と
連
動
し
た
生
涯
学
修

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
、
③
自

律
性
に
基
づ
く
生
涯
学
習
等

の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
教
育
の
推
進
。

他
大
学
や
有
名
臨
床
研
修

病
院
と
の
医
療
人
材
の
獲
得

競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
本

学
・
医
学
部
は
今
こ
そ
、

｢

慶
應
ブ
ラ
ン
ド｣

に
頼
ら

ず
、｢

い
か
に
質
の
高
い
魅

力
的
な
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

教
育
環
境
を
整
備
し
、
医
学

・
医
療
の
先
導
者
を
育
成
で

き
る
か
!!｣

が
問
わ
れ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
�
各
診
療

科
・
部
門
に
お
け
る
優
れ
た

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
、

�
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
病
院
と
し

て
連
携
大
学
、
関
連
教
育
病

院
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

し
、
経
験
症
例
の
数
、
多
様

性
、
複
雑
性
の
確
保
、
�
高

度
先
進
医
療
を
研
修
す
る
指

導
体
制
の
充
実
と
指
導
医
の

力
量
と
熱
意
の
向
上：

①
指

導
医
の
臨
床
力
、
②
教
育
理

論
に
裏
付
け
ら
れ
た
指
導
力

(

指
導
医
講
習
会
等
の
修

了)

、
�
研
修
シ
ス
テ
ム
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力{

大
学
・

病
院
執
行
部
の
臨
床
研
修
へ

の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
、

教

育
ス
タ
ッ
フ(

ヒ
ト)

、
研

修
施
設
・
設
備(

モ
ノ)

、

教
育
資
金
・
予
算(

カ
ネ)

の
充
実}

に
、
取
り
組
む
べ

き
と
考
え
ま
す
。

各
診
療
科
・
部
門
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
診
療
・
研
究

・
教
育
業
務
に
忙
殺
さ
れ
る

毎
日
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
良
き
人
材
発
掘
・
獲
得

そ
し
て
そ
の
育
成
こ
そ
が
本

学
、
わ
が
国
の
医
療
の
発
展

に
繋
が
る
こ
と
を
再
認
識

し
、
引
き
続
き
御
尽
力
頂
け

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
専
修
医
研
修
セ
ン
タ

ー
、
卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ

ー
、
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ

ー
も
全
力
を
尽
く
し
て
御
協

力
い
た
し
ま
す
。

入
学
や
、
外
国
人
学
生
の
増

加
を
狙
っ
た
秋
入
学
制
の
開

始
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
ま
た
、
全
塾
的
な
生
命

科
学
の
連
合
体
の
よ
う
な
も

の
も
出
来
た
ら
理
想
的
だ
と

も
思
っ
て
お
り
ま
す
。

千
里
の
道
も
一
歩
か
ら
と

申
し
ま
す
。
医
学
研
究
科
は

更
に
進
化
を
続
け
、｢

世
界

に
冠
た
る｣

と
い
う
言
葉
が

相
応
し
い
研
究
科
と
な
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
為
に
は
、
皆
様
の

ご
協
力
が
必
須
で
す
。
今
後

と
も
、
ご
指
導
、
御
鞭
撻
の

程
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

は
、
表
題
の
一
部
に
記
載
し

た
通
り
、｢

世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
医
学
研
究
者
と
未
来

医
療
人
育
成｣

で
あ
り
ま
す
。

現
時
点
で
は
、"M

ission
com
pleted!"

と
言
う
に
は
、

ま
だ
ま
だ
そ
の
レ
ベ
ル
に
達

し
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
教

育
や
研
究
にcom

pleted

と

い
う
状
況
は
決
し
て
望
ま
し

い
事
で
は
な
く
、
絶
え
ず
上

昇
指
向
を
持
っ
て
挑
戦
し
続

け
る
事
が
重
要
と
考
え
、
本

稿
の
タ
イ
ト
ル
は
こ
の
よ
う

に
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
過

去
の
義
塾
の
医
学
部
・
医
学

研
究
科
の
研
究
面
に
焦
点
を

当
て
て
考
え
み
る
と
、
最
大

の
弱
点
は
研
究
を
実
践
す
る

若
い
人
材
の
慢
性
的
な
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
と
、
リ
サ
ー
チ

イ
ン
フ
ラ
の
脆
弱
さ
に
あ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
大
き
な
ハ
ン
デ
を
抱
え

て
い
た
ら
、
ど
ん
な
に
医
学

部
の
学
生
、
卒
業
生
、
教
授

陣
が
優
秀
で
あ
っ
て
も
世
界

で
戦
い
続
け
る
の
は
辛
い
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
以
前
よ

り｢

慶
應
の
卒
業
生
は
優
秀

だ
ね
！｣

と
言
わ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
そ
の
よ
う
な
御
発
言
の

根
拠
と
な
っ
て
い
る
研
究
の

業
績
は
、
慶
應
の
卒
業
生
が

留
学
中
や
他
大
学
や
ナ
シ
ョ

ナ
ル
セ
ン
タ
ー
行
っ
た
仕
事

で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の

は
ま
ぎ
れ
も
な
い
事
実
で
あ

り
ま
す
。
勿
論
、
慶
應
医
学

が
国
内
外
に
優
秀
な
人
材
を

輩
出
し
、
世
界
で
戦
っ
て
頂

く
の
は
素
晴
ら
し
い
事
で
あ

り
、
こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん

そ
う
な
っ
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
が
、
本
丸
の
信
濃
町

に
若
い
優
秀
な
研
究
者
が
世

界
中
か
ら
集
ま
り
、
世
界
に

発
信
で
き
る
よ
う
な
研
究
業

績
を
あ
げ
て
行
く
よ
う
に
す

る
事
が
我
々
信
濃
町
で
働
く

フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー

の
最
重
要
課
題
で
あ
る
事
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
為
に
は
、
弱
点
で
あ

っ
た
若
い
研
究
者
と
大
学
院

生
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
の
解

消
と
リ
サ
ー
チ
イ
ン
フ
ラ
の

充
実
化
を
目
指
し
、
小
生
も

21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
に
至
る
ま
で
の

10
年
間(

２
０
０
３
〜
２
０

１
３
年)

拠
点
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
２
０
０
７
年
か
ら
は

大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長

と
し
て
、
微
力
な
が
ら
様
々

な
大
学
院
や
研
究
環
境
の
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

先
ず
は
、
２
０
０
８
年
に
生

理
系
、
病
理
系
、
社
会
医
学

系
、
内
科
系
、
外
科
系
と
い

う
５
専
攻
制
で
あ
っ
た
医
学

研
究
科
の
改
組
を
行
い
、
こ

れ
ら
５
専
攻
を
ま
と
め
医
学

研
究
専
攻
と
し
、
新
た
に
診

療
科
横
断
的
な
が
ん
医
療
の

専
門
家
や
臨
床
研
究
の
デ
ザ

イ
ン
な
ど
の
専
門
家
の
育
成

を
目
標
と
し
た
医
療
科
学
専

攻
を
開
始
さ
せ
ま
し
た
。
ま

た
、
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
財
源
を
活
用

し
た
Ｒ
Ａ
制
度
や
、
末
松
医

学
部
長
の
ご
高
配
に
よ
り
奨

学
金
制
度
の
充
実
化
に
よ
る

大
学
院
生
の
経
済
的
サ
ポ
ー

ト
を
出
来
る
限
り
行
う
シ
ス

テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
、
医
学
研
究
科

博
士
課
程
入
学
者
も
か
な
り

増
加
し(

図
１)

、
２
０
１

３
年
度
か
ら
は
、
大
学
院
医

学
研
究
科
博
士
課
程
の
入
学

者
定
員
も
68
名
か
ら
80
名
ま

で
増
員
す
る
に
至
り
、
マ
ン

パ
ワ
ー
不
足
も
な
ん
と
か
克

服
で
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
分

母
が
大
き
く
な
る
と
優
秀
な

人
材
も
当
然
増
え
ま
す
。
極

め
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き
な

原
著
論
文
で
学
位
を
取
得
す

る
大
学
院
生
も
珍
し
く
な
く

な
っ
て
来
た
の
は
嬉
し
い
事

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
Ｃ
Ｏ
Ｅ
を
は
じ
め
と

し
て
大
型
の
研
究
費
の
お
か

げ
で
、
セ
ル
ソ
ー
タ
ー
、
ｉ

Ｐ
Ｓ
細
胞
培
養
室
、
次
世
代

シ
ー
ケ
ン
サ
ー
、
研
究
用
の

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
装
置(

Ｍ
Ｒ

Ｉ
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
、
Ｃ
Ｔ)

な
ど

の
共
通
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
を

備
え
、
リ
サ
ー
チ
イ
ン
フ
ラ

を
充
実
さ
せ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
質
的
に
は
、
研
究
医

養
成
の
た
め
のM

D
-PhD

コ

ー
ス
大
学
院
専
門
講
義
の
完

全
英
語
化
を
行
っ
た
り
、
独

立
法
人
・
国
立
が
ん
研
究
セ

ン
タ
ー
や
理
化
学
研
究
所
、

静
岡
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、

神
奈
川
県
立
病
院
機
構
こ
ど

も
医
療
セ
ン
タ
ー
、
国
立
病

院
機
構
東
京
医
療
セ
ン
タ
ー

な
ど
と
の
連
携
大
学
院
を
行

っ
て
い
ま
し
て
、
近
く
は
榊

原
記
念
病
院
、
国
際
医
療
セ

ン
タ
ー
と
も
近
々
に
は
開
始

す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
学
際
性
と
専
門
性
の
拡

大
を
計
っ
て
参
り
ま
し
た
。

現
在
も
喫
緊
の
問
題
と
し

て
、
初
期
研
修
医
の
大
学
院

去
る
平
成
26
年
５
月
７

日
、
日
本
医
学
会
連
合
高
久

史
磨
会
長
、
日
本
医
師
会
横

倉
義
武
会
長
、
全
国
医
学
部

こ
れ
に
伴
い
こ
れ
迄
多
く

の
学
会
と
共
に
長
き
に
渉
っ

て
専
門
医
制
度
の
議
論
を
重

ね
て
来
た(

社)

日
本
専
門

医
制
評
価
・
認
定
機
構
は
５

月
８
日
を
も
っ
て
解
散
す
る

事
に
な
っ
た
。

新
た
な
専
門
医
制
度
は
２

０
１
７
年
に
初
期
研
修
を
終

了
す
る
医
師
を
対
象
に
開
始

さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い

る
。
開
始
迄
に
は
多
く
の
課

題
が
山
積
し
て
い
る
も
の
の

新
し
い
専
門
医
制
度
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
し
た
事
は
わ
が

国
の
医
療
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
事
と
し
て
各
方
面
か

ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

長
病
院
長
会
議
別
所
正
美
会

長
、
日
本
専
門
医
制
評
価
・

認
定
機
構
池
田
康
夫
理
事
長

が
記
者
会
見
を
行
い｢

一
般

社
団
法
人
日
本
専
門
医
機

構｣

の
設
立
を
発
表
し
た
。

こ
の
新
し
い
機
構
は
平
成

25
年
４
月
に
発
表
さ
れ
た
厚

生
労
働
省
の｢

専
門
医
の
在

り
方
に
関
す
る
検
討
会｣

の

最
終
報
告
を
受
け
て
設
立
さ

れ
た
専
門
医
の
認
定
を
行
う

｢

中
立
的
第
三
者
機
関｣

で

あ
る
。
専
門
医
の
質
の
向
上

を
目
指
し
て
こ
れ
迄
各
学
会

が
作
り
上
げ
て
来
た
専
門
医

制
度
の
標
準
化
を
図
る
と
共

に
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る

専
門
医
育
成
制
度
を
定
着
さ

せ
る
為
に
設
け
ら
れ
た
組
織

で
あ
る
。

設
立
登
記
時
の
社
員
と
し

て
日
本
医
学
会
連
合
、
日
本

医
師
会
、
全
国
医
学
部
長
病

院
長
会
議
が
参
加
し
、
設
立

後
に
四
病
院
団
体
協
議
会
、

(

社)

ガ
ン
治
療
認
定
機
構

の
他
、
内
科
、
外
科
を
始
め

と
し
た
19
基
本
診
療
領
域
の

専
門
医
制
度
委
員
会
の
代
表

も
社
員
と
し
て
加
わ
る
事
が

決
定
さ
れ
て
い
る
。
初
代
理

事
長
に
池
田
康
夫
が
任
命
さ

れ
、
22
名
の
理
事
、
３
名
の

監
事
も
同
時
に
発
表
さ
れ

た
。
三
四
会
会
員
で
あ
る
戸

山
芳
昭
塾
常
任
理
事
、
北
川

雄
光
一
般
消
化
器
外
科
教
授

が
理
事
と
し
て
参
加
し
て
い

る
。

か
つ
精
神
的
な
支
援
に
触
れ

た
後
、
北
里
先
生
の｢

切
磋

研
鎖
を
も
っ
て
万
一
の
報
恩

を
期
せ
ん
と
す｣

と
い
う
言

葉
を
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
言

葉
に
は
福
澤
先
生
の
御
恩
に

報
い
た
い
と
す
る
気
持
ち
が

籠
っ
て
お
り
、
塾
員
と
し
て

こ
の
言
葉
を
再
び
誓
う
形
で

挨
拶
は
締
め
く
く
ら
れ
た
。

北
里
一
郎
氏
は
、
北
里
先
生

の
伝
染
病
研
究
に
対
す
る
福

澤
先
生
の
援
助
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
海
外
に

お
い
て
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
両
受
賞
者
の
研
究
成
果

は
、
福
澤
先
生
と
北
里
先
生

の
意
思
に
添
う
も
の
で
あ
る

と
評
価
さ
れ
た
。
授
賞
式
終

了
後
は
ご
来
賓
の
方
々
と
受

賞
者
で
記
念
撮
影
が
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
２
人
の
受
賞
者

が
そ
れ
ぞ
れ
15
分
間
の
講
演

会
を
行
い
、
無
事
閉
式
と
な

っ
た
。

(

２
年

牧
原

京
平)

第
83
回
北
里
記
念
式
典

が
、
６
月
12
日
午
後
１
時
よ

り
行
わ
れ
た
。
こ
の
式
は
優

れ
た
研
究
実
績
に
対
し
て
北

里
賞
・
北
島
賞
を
贈
り
称
え

る
も
の
で
、
慶
應
義
塾
の
初

代
医
学
部
長
を
務
め
ら
れ
た

北
里
柴
三
郎
先
生
の
御
命
日

前
日
に
行
わ
れ
る
の
が
慣
例

と
な
っ
て
い
る
。

慶
應
義
塾
か
ら
は
、
清
家

篤
塾
長
、
戸
山
芳
昭
常
任
理

事
、
増
野
匡
彦
常
任
理
事
、

末
松
誠
医
学
部
長
、
比
企
能

樹
三
四
会
長
、
岡
野
栄
之
教

授
が
出
席
さ
れ
た
。
義
塾
外

か
ら
は
、
北
里
柴
三
郎
先

生
の
ご
令
孫
で
あ
りM

eiji
Seika

フ
ァ
ル
マ
株
式
会
社

最
高
顧
問
の
北
里
一
郎
氏
、

北
里
研
究
所
か
ら
は
藤
井
清

孝
理
事
長
、
石
館
武
夫
常
任

理
事
、
馬
場
志
郎
常
任
理

事
、
北
里
英
郎
理
事
、
菊
池

史
郎
理
事
、
土
本
寛
二
理

事
、
梶
英
輔
副
学
長
ら
も
ご

出
席
に
な
っ
た
。

式
は
北
里
柴
三
郎
先
生
へ

の
一
同
に
よ
る
黙
祷
と
い
う

形
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
引
き

続
い
て
、
清
家
篤
塾
長
、
末

松
誠
医
学
部
長
、
比
企
能
樹

三
四
会
長
、
北
里
一
郎
氏
か

ら
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
清
家

篤
塾
長
は
、
受
賞
者
の
２
人

を
祝
わ
れ
た
あ
と
、
北
里
柴

三
郎
先
生
、
福
澤
諭
吉
先
生

の
精
神
に
則
り
、
患
者
さ
ん

を
大
切
に
す
る
医
療
を
行

い
、
社
会
貢
献
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い

を
述
べ
ら
れ
た
。
末
松
医
学

部
長
は
、
神
経
再
生
へ
の
実

用
化
ま
で
あ

と
一
歩
と
迫

っ
た
赤
松
和

土
先
生
の
成

果
と
、
中
村

俊
康
先
生
の

世
界
に
冠
た

る
整
形
外
科

の
技
術
の
実

用
化
を
礼
賛

し
た
。
さ
ら

に
、
北
里
柴

三
郎
先
生
と

北
島
多
一
先

生
の
様
々
な

見
地
か
ら
の

感
染
症
研
究

に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
、
両

先
生
の
理
念

を
再
確
認
な

さ
れ
た
。
比

企
能
樹
三
四

会
長
は
、
福

澤
先
生
の
北

里
先
生
に
対

す
る
経
済
的

平
成
26
年
度
は
、
１
８
３

名
の
新
専
修
医(

慶
應
病
院

初
期
臨
床
研
修
修
了
者
43

名
、
本
学
医
学
部
卒
業
者
83

名
を
含
む)

を
本
学
・
病
院

の
新
専
修
医
と
し
て
迎
え
入

れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
次

代
の
医
学
、
医
療
を
担
う
こ

と
が
嘱
望
さ
れ
る
、
新
進
気

鋭
の
若
手
医
師
ば
か
り
で

す
。平

成
18
〜
26(

２
０
０
６

〜
２
０
１
４)

年
度
の
各
教

室
・
部
門
に
お
け
る
専
修
医

数
の
動
向(

表)

を
示
し
ま

す(

２
０
０
８
、
２
０
０
９

年
度
は
大
学
院
生
・
専
修
医

シ
ス
テ
ム
改
訂
で
、
専
修
医

登
録
が
通
常
よ
り
約
40
―
50

名
増)

。
２
０
１
４
年
度
は
、

内
科
学
、
産
婦
人
科
学
、
耳

鼻
咽
喉
科
学
、
精
神
・
神
経

科
学
、
放
射
線
科
学
、
歯
科

・
口
腔
外
科
学
は
２
０
１
３

年
度
を
上
回
る
と
と
も
に
、

ク
ラ
ス
タ
ー
部
門
に
は
５
名

の
新
専
修
医(

血
液
浄
化
・

透
析：

１
名
、
ス
ポ
ー
ツ
医

学
総
合：

２
名
、
漢
方
医
学

：

１
、
感
染
制
御
１
名)

が

加
わ
り
、
専
修
医
総
数
は
昨

年
の
１
７
１
名
か
ら
１
８
３

医
学
部
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
慶
應

義
塾
大
学
大
学
院
医
学
研
究

科
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

と
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い

て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。本

研
究
科
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

医
師
に
よ
る｢

パ
タ
ー
ナ

リ
ズ
ム
医
療｣

か
ら
、
患
者

の
主
体
性
を
尊
重
す
る｢

患

者
中
心
の
医
療｣

へ
と
言
わ

れ
て
久
し
い
。
最
近
で
は
ネ

ッ
ト
等
を
通
じ
て
、
患
者
は

最
新
の
医
療
情
報
を
容
易
に

入
手
す
る
事
が
で
き
、
そ
の

情
報
に
基
づ
い
た
納
得
い
く

医
療
を
受
け
た
い
と
考
え
る

の
は
当
然
で
あ
る
。

『

学
問
の
す
ゝ
め』

十
五
編

｢

事
物
を
疑
っ
て
取
捨
を
断

ず
る
事｣

に
は
、
	
信
疑
の
際

に
つ
き
必
ず
取
捨
の
明
な
か

る
べ
か
ら
ず
。
蓋
し
学
問
の

要
は
こ
の
明
智
を
明
ら
か
に

す
る
に
在
る
も
の
な
ら
ん



と
あ
る
。
福
澤
先
生
は｢

学

問
と
は
取
捨
選
択
の
能
力
を

養
う
事
で
あ
る｣

と
言
う
。

知
識
を
頭
に
詰
め
込
む
事
は

学
問
で
は
な
く
、
判
断
力
を

養
う
事
が
学
問
で
あ
り
、
判

断
力
な
く
無
批
判
に
信
用
す

る
く
ら
い
な
ら
ば
学
ば
な
い

方
が
ま
し
と
ま
で
言
う
。

社
会
一
般
の
抗
が
ん
剤
に

対
す
る
嫌
悪
感
は
依
然
と
し

て
根
深
く
、
有
害
事
象
を
恐

れ
る
あ
ま
り
に
代
替
医
療
に

大
金
を
つ
ぎ
込
み
、
科
学
的

根
拠
の
あ
る
治
療
を
受
け
る

機
会
を
逸
す
る
ケ
ー
ス
が
見

受
け
ら
れ
る
。
抗
が
ん
剤
に

つ
い
て
の
誤
解
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
が
ん
医
療
に
つ

い
て
、
正
確
な
情
報
を
患
者

に
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
た
だ
し
正
確
な
情

報
を
伝
え
る
だ
け
で
は
、

｢

患
者
中
心
の
医
療｣

は
実

現
で
き
な
い
。
そ
れ
は
自
己

決
定
の
必
要
条
件
に
過
ぎ
な

い
か
ら
で
あ
る
。
患
者
独
自

の
価
値
観
・
社
会
観
・
宗
教

観
を
踏
ま
え
、
治
療
決
定
の

過
程
に
共
感
し
な
が
ら
、
患

者
の
自
己
決
定
を
支
援
し
て

い
く
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
、
医
療
従
事

者
に
は
医
学
的
知
識
の
み
な

ら
ず
知
性
や
一
般
教
養
が
必

要
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
慶
應

義
塾
の
人
間
と
し
て
、
道
徳

と
気
品
が
不
可
欠
で
あ
る
。

『

学
問
の
す
ゝ
め』

十
七
編

｢

人
望
論｣

に
あ
る
よ
う
に
、

多
く
の
事
物
や
他
業
種
の
人

々
と
交
わ
り
、
人
間
を
好
き

に
な
り
、
そ
の
人
た
ち
と
の

人
生
を
共
感
す
る
。
世
の
中

に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
現
在

の
一
般
常
識
を
広
く
学
ぶ
。

患
者
や
そ
の
家
族
が
、
慶
應

義
塾
大
学
病
院
に
来
て
良
か

っ
た
と
、
心
か
ら
思
っ
て
頂

け
る
よ
う
な
病
院
や
、
気
品

と
高
尚
な
倫
理
観
を
備
え
た

人
材
を
育
て
る
一
助
に
な
り

た
い
と
思
う
。

(

腫
瘍
セ
ン
タ
ー

高
石
官
均

69
回)
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大
学
院
医
学
研
究
科

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
医
学
研
究
者
と

未
来
医
療
人
育
成
へ
の
挑
戦

岡
野

栄
之(

生
62
回)

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
委
員
長

図１

池
田
康
夫
名
誉
教
授(

47
回)

が

初
代
理
事
長
に

日日日
本本本
専専専
門門門
医医医
機機機
構構構
ががが
発発発
足足足

・初診予約 (午前９時～午後７時､第２･４･５土曜日は午後５時まで)

慶應義塾大学病院 各種お問い合わせ先

医療機関用
TEL 03-3353-1257 FAX 03-5843-6167
WEB ｢病院ホームページ｣ → ｢予約問合せ一覧｣ → 『｢医療機関
からの初診予約｣ ― ｢Webによる予約｣ ―【医療機関からの
予約専用フォーム�』 へ

・検査予約 (午前８時30分～午後５時)
PET/CT…TEL 03-5843-6165
SPECT …TEL 03-5843-7071

・予防医療センター：人間ドック(午前８時30分～午後５時)
TEL 03-6910-3533

三四会ホットライン
TEL 03-3353-3034(ミオサンシ)

各診療科・部門における専修医の動向 平成18～26(2006～2014)年度

平
成
26
年(

２
０
１
４
年)

平
形

道
人(

内
62
回)

専
修
医
研
修
セ
ン
タ
ー
長
・

卒
後
臨
床
研
修
セ
ン
タ
ー
長
・

医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー
長

専
修
医
の
動
向
と
卒
後
研
修
の
課
題

第第8833回回北北里里記記念念式式典典挙挙行行
北
里
賞

赤
松

和
土

(

73
回)

(

順
天
堂
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

ゲ
ノ
ム･

再
生
医
療
セ
ン
タ
ー

特
任
教
授)

北
島
賞

中
村

俊
康

(

67
回)

(

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
外
科
学

専
任
講
師)

｢

手
関
節
三
角
線
維
軟
骨
複
合
体
の
三
次
元
構
造
解
明
と

同
損
傷
に
対
す
る
新
し
い
治
療
法
の
確
立｣

｢

神
経
発
生
の
分
子
基
盤
の
解
明
と
疾
患
研
究･

再
生
医
療
へ
の
応
用｣

今
年
度
受
賞
者
と
の
集
合
写
真(

上
段
左
か
ら
増
野
匡
彦
常
任
理
事
、
戸
山
芳
昭

常
任
理
事
、
比
企
能
樹
三
四
会
長
、
末
松
誠
医
学
部
長
、
岡
野
研
究
科
委
員
長
、

下
段
左
か
ら
北
里
一
郎
氏
、
赤
松
和
土
君
、
中
村
俊
康
君
、
清
家
篤
塾
長)

比企会長と赤松先生


